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1．まちづくり学習を必要とする背景

　近年，我が国は少子高齢化による人口減少や
経済のグローバル化，資源エネルギー問題など
社会構造が急速に変化している。京都において
も，歴史や文化の伝統的な地域資源の再生によ
るコミュニティの活性化を推進するとともに，
くらしが豊かに調和する環境共生と低炭素社会
の実現に向けたまちづくりの構築が重要な課題
となっている。さらに，地震や豪雨による災害
対策や，高齢者や障害者に優しい交通施設の設
置，景観法の制定など地域特有の様々な諸問題
が発生している。それらの課題や問題を解決す
る方策として，多種多岐にわたるまちづくり活
動が活発に行われるようになってきている。
　具体的にまちづくりを推進するにあたって
は，地域の住民及び行政，まちに関わる様々な
分野の専門家との連携による協働事業で行われ
ることが多い。地域住民の方が心豊かに暮らせ
るまちづくりを目指して，住民の意識向上を図
るとともに，地域固有の問題を把握・改善し，
よりよいまちづくりを構築する専門家の養成が
今求められている。
　そこで，本校都市情報システムコースでは，
生徒の社会参画を通して，社会で自立するため
の基礎的な能力と実践的な態度を育成するとと
もに，専門分野に関する知識と技術を活かして，
社会の発展を図る創造的な能力を育成すること

を目標にまちづくり学習を展開することとした。

2．まちづくり学習の目標

　本校都市情報システムコースは，人々の社会
生活の基盤を支える土木系コースとして，専門
科目である土木基礎力学や土木構造設計，測量
に関する知識と技術を習得させ，安全で合理的
な設計や測量ができる能力と態度を育成してい
る。また，社会基盤工学に関する学習を通して，
人々の社会生活を支え，安心・安全なまちづく
りの重要性を認識させている。まちづくり学習
では，これら専門科目を横断的にとらえ，まち
（地域）の抱える問題や振興活動に対して，建
物や道路といったハード面とまちの活性化事業
などのソフト面の両面から生徒たちが解決策を
考え，提案することを目標としている。
　本学習は平成 21 年度より 3年生対象に「課
題研究」を活用して展開している。平成 25 年
度からは文部科学省より「中・高校生の社会参
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5．生徒の感想

　　～ 25 年度に訪問した生徒の感想より～
　今回，東北の被災地へ僕たち 4人が行かせて
いただきました。
　石巻市に着き，あの大震災から 2年経った被
災地を見ました。いまだに壊れたままの建物，
家が流された後の更地，また道路の壊滅状態は
すさまじく，至る所で復興工事が行われていま
した。テレビでは見ていましたが，実際に被災
地を自分の目で見てすごく驚きました。大津波
を想像するだけで恐ろしくなると同時に，復興
にはまだまだ時間がかかると感じました。
　2日目，北上子育支援センターに行き，園児
と一緒に遊具の組み立てを行いました。出来上
がった遊具でみんなが嬉しそうな笑顔で夢中に
なって遊んでくれ，寄贈して良かったと思いま
した。
　午後，去年の先輩が遊具を寄贈した大谷幼稚
園へ行きました。園児は津波の被害を受け，今
でも小学校を間借りしている状態でした。69
名の園児がいましたが，遊具は昨年度贈ったス
ベリ台が１台しかありませんでした。その１台
のスベリ台でみんなが楽しそうに遊んでいる姿
を目にしましたが，僕はなぜかかわいそうに感
じました。園児と 30 分程でしたが楽しく遊び
ました。最後に園の先生方から訪問や交流に対
する感謝の言葉をいただき，本当に来て良かっ
たと思いました。
　被災地の状況を実際に自分の目で確かめられ

たことにより，被災された人たちの辛い思いを
少しでも感じることができ，本当に良い体験に
なりました。僕にとってすごく貴重な 3日間に
なりました。有難うございました。来年も後輩
には今年のように，遊具を製作して寄贈してほ
しいと思います。

6．おわりに

　被災地は少しずつ復旧していたが，東北の復
興にはまだまだ時間がかかると思われる。実際
に私たちが目で見たことを伝えて，震災を風化
させないよう，行動することの大切さを痛感し
た。今年度は記念事業最後の年になる。私たち
の行動は微力ではあるが，遊具の寄贈を通して，
被災で辛い思いをした多くの子どもたちが少し
でも笑顔に溢れ，楽しく遊んでくれたら，嬉し
く思う。
　今回の取組は，魅力ある学校づくりに貢献し
た教育活動と捉えている。また平成 25 年度か
らは，高校改革リーディングプロジェクト推進
事業と称し，県教委より 3年間の指定を受け，
①リーダーの育成，②キャリア教育の推進，③
コミュニケーション能力の育成を目標に研究し
ている。岐阜県北部の唯一の工業高校として，
特色ある教育活動を展開し，魅力ある学校・学
科づくりに努め，①将来のスペシャリスト，②
将来の地域産業を担う人材，③人間性豊かな職
業人の育成を図ることを目指し，これからも産
業教育の充実・発展に務めたい。
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画に係る実践力育成のための調査研究」の指定
を受けている。

3．まちづくり学習の授業展開

　まちづくり学習を進めるにあたり，都市情報
システムの専門性に密接に関わる「防災・景観・
交通」の三つをテーマとしている。
　まずオリエンテーションとして，まちの見方・
関わり方を伝え，その後学校周辺の地域に出て
その実践的な手法（写真やメモの取り方等）を
試行した。次に，「防災・景観・交通」に関す
る技術アドバイザー（専門家）を招聘し，それ
ぞれのテーマや活動を通したまちづくりの必要
性について学習する。その後，公共空間のあり
方について生徒とディスカッションを実施した。
　それぞれの講義を受け，最も興味のあったテ
ーマを選定し，グループ編成を行う。グループ
決定後は別々に活動を進め，地域の方々や専門

家との交流を図り，実際に活動する地域の抱え
る問題点等について理解を深めるために，フィ
ールドワーク，インタビュー，ワークショップ，
そして発表を行う。発表ではマップをつくり，
ブレーンストーミングとKJ法でまとめていく。
　その後のグループ活動に際しては，多岐に渡
って専門家や地域の方の多大な協力を得ていく。
これまでにご協力いただいた団体は大学や行政
をはじめ各種地域団体など 10 団体を超えてい
る。

4．まちづくり学習の活動

　活動は，6人程度のグループごとに連携先の
方々と一緒にディスカッション，フィールドワ
ークを行い，その後ワークショップを実施し，
地域が抱える問題等の改善策として提案目標を
立てていく。そして，具体的な調査研究及び分
析を進め，提案内容を定めていく。また，個別
に地域などに赴き，ヒアリング活動を行う。 

　提案内容については，中間発表会と最終発表
会の 2度実施する。各発表会には，専門家と行
政，地域住民の方にも参画してもらい，講評や
指導助言を頂くことで，本取組に対する成果と
課題を明確にしていくとともに，生徒の学習意
欲の向上を図っている。各テーマで検討した内
容の概略は次のとおりである。
⑴　防災班
　災害時に危険な施設，災害への備えや課題を

地域や専門家と学習の様子 防災マップを提案（防災班）

フィールドワークの様子
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見つけ，各地域のニーズに対応した防災・減災
マップを作成し，防災・減災に関する技術・工
学について考えた。また，地域住民の方々に防
災・減災アンケートを実施し，その解析を行っ
た。その結果，防災や減災に対する意識の低さ
や，災害がいざ起きたときの避難経路などがあ
いまいであることが明確となり，発表会を通じ
て避難経路の提案や防災新聞の発行を初めて提
案した。さらに，先端技術である GIS（地理情
報システム）ソフトを用いて，調査・分析した
データと地図データをリンクさせ，電子防災マ
ップを構築することを試みた。
⑵　景観班
　本校西側に流れる東高瀬川を良好な公共空間
とするため，景観・環境・防災について，地域
が要望している水辺を生かしたまちづくりを工
学的な観点から検討した。具体的には，東高瀬
川ステキ改善プロジェクトと題し，小学生との
連携学習で東高瀬川の紹介や清掃活動（ごみの
分析）を行い，愛着のもてる川が良好な景観を
生んでいるということがわかった。そこで，ホ
タルの棲める川を目標に活動を進めた。さらに，
UC-winRoad（３Dシミュレーション）ソフト
を用いて，東高瀬川の改善案を提示し，人が集
まれる空間作りとしてほっとゾーンを表現し
た。ほっとゾーンは木製ベンチの設置や桜並木
のライトアップ等ほっと一息つける場を提供す
る提案内容である。なお，京都市建設局河川整

備課に提出するとともに，株式会社 FORUM 8
が主催する第 13 回 3 D・VRシミュレーション
コンテストに応募し，高校生で初めてノミネー
トされ準グランプリを受賞した。
⑶　交通班
　深草本町通の交通安全について調査・研究し，
またバリアフリーのための技術・工学について
理解し，歩車共存道路（コミュニティ道路）の
提案を行った。具体的には，班員 11 人全員が
実現可能なレベルの提案を図った。提案をする
前に，地域の方が本町通をどんな思いで見てい
るのか，どんな存在なのかを知るために直接お
話を聞いた。計 5回 3か月間のヒアリング調査
である。ここではアンケートでは読み取れない
声が聞け，問題点の明確化が図れ，11 の改善
案の提案が実現できた。この提案は，第 8回深
草 100 円商店街にて交通社会実験と題して地域
住民に提案総選挙を行った。また，地域の関係
団体が一堂に会して実施された「子どもたちの
安全を守り，ゆったりと歩ける本町通の実現を
目指す会」（略称「 安全・ゆったり本町通の会」）
が昨年 10 月に発足，本校生徒が龍谷大学政策
学部の学生とともにファシリテーター役を任さ
れるとともに，本校生徒が調査研究してきた本
町通の交通問題（交通量・段差・勾配など）や
アンケート（交通マナーの意識）結果等の報告
を行った。本会でまとまった自動二輪車の一方
通行化に対する要望書を京都府警察に提出した。

東高瀬川ステキ改善プロジェクトほっとゾーン（景観班） 第8回深草100円商店街にて提案総選挙の様子（交通班）
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　上記のように，実際の社会に参画し，生徒一
人ひとりが様々な方と世代間交流や連携が図れ
た。最終発表会では，今回の経験をどのように
将来へ結びつけるのかも含めて発表している。
さらに，専門家と行政，地域の方々にも発表会
に参画してもらい，講評や指導助言を得たこと
で，新たな視点など調査研究に大いに役立てら
れた。このように専門性を核とした「まちづく
り」に関する学習活動を通じて，専門知識に触
れる機会を提供することにより，学習と仕事の
つながりを実感させ，興味・関心・意欲を引き
出し，知識・技術はもとより，知的探究心・学
習意欲を一層伸長・高揚させ，自己のキャリア
形成に結びつけることができた。

5．終わりに

　表１は，3時点（5・10・1 月）の学習アンケ
ートの結果である。26 年度まちづくり学習に
参加した都市情報システムコース 3年 37 名が
対象である。
　表１のように，内容が進むにつれ学習の満足
度が増しているのが窺える。特に，まちづくり
に対する興味関心については 9割の生徒が「増
加した」と答えている。これは，教室での授業
と学習体系が大きく変わり，自ら考え行動しな
ければならなく，戸惑いながらも，その楽しさ
や難しさが肌で感じ取れた結果と考えられる。
また，難易度を問う質問では，「もっと易しい

内容がよい」が減少して「適切であった」と答
えた生徒が増加している。これは，学習期間に
おいて専門家や地域住民との交流を通して生徒
たちの向上心が芽生え，生徒の提案に多くの考
えをもって対応でき，やり遂げた感覚が増加し
ていったのではないかと思われる。通常の学習
活動では得られないことと思う。
　最後の質問で本活動の継続について聞いてみ
ると，望ましいという回答がほとんどであった。
（表２）
　これは，校外へのフィールドワークやワーク
ショップ，発表会を通して学習に対する意識の
向上が図られ，活動に対する責任感が生まれ，
さらには，世代間交流が自主性をもたせてくれ
たことで達成感と自信につながったのではない
かと分析する。 

　このように，学習の中で様々な意見があるこ
とを認識しながら，その意見集約を行い，調査・
分析・議論したことを発表することで，コミュ
ニケーション能力及びプレゼンテーション能力
の向上が図られ，自ら考え行動し適応していく
力や，課題を探求し解決しようとする力を身に
つけることができた。さらに，学習を通してま
ちづくりには様々な技術が活用されていること
が認識でき，科学技術や工学の重要性を理解さ
せるとともに，工学と社会の発展を図る創造的
な能力や実践的な態度が育成できたと考えてい
る。
　本校まちづくり学習は，地域・行政・大学・
企業の多くの方々の協働で創りあげた授業であ
る。これまで，ご協力ご支援いただいた方々に
厚く御礼申し上げ，ここに深謝の意を表する。

表1

表2
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